
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

インターネットを中心に様々な商品の買取及び販売を行うネットオフ株式会社（本社：愛知県大

府市 代表取締役社長：黒田武志 以下ネットオフ）は、国際協力機構（以下 JICA）が民間と連携

して行う支援プログラム「協力準備調査（BOP ビジネス連携促進）」の採択を受け、カンボジアで

の BOPビジネスの事業化に向けた調査を開始いたします。 
このプログラムにおいて、JICAからは、資金面に加え、キーパーソンの紹介、JICA既存事業と

の連携、情報・ノウハウの提供などの面でも連携することにより、途上国における事業リスクを大

きく低減しながら、事業化を進めることが可能になります。 
 今後、2年間に渡り、「農業機械化による収量拡大と農家の自立化支援農業機械化による収量拡大と農家の自立化支援農業機械化による収量拡大と農家の自立化支援農業機械化による収量拡大と農家の自立化支援」をテーマに、事業化実現

に向けた調査を実施していきます。 
 

ネットオフは、「循環型社会の構築への貢献」を理念に、創業以来、幅広い中古ビジネスを手がけ

てまいりました。今後、家庭だけではなく日本の社会に眠る中古商品という“資源”を、国内だけ

ではなく海外も含め大きく循環させることでビジネスの拡大と理念の実現を目指していきます。 
 
 また、「ビジネスと社会性」の両立を目指し、2007年より NPO・NGOへの寄付プログラム 
「スマイル・エコ・プログラム」を運営し、9団体に累計 4,800万円以上（2012/11現在）の寄付を

続けてまいりました。そのような中、ビジネスを通じて途上国の課題解決を図る BOPの考え方を知

り、共感し、当社の循環型社会構築の理念を実現することで成り立つ BOPビジネスを研究・提案し、

今回の採択に至りました。 
 
 BOPビジネス（※注）は、Inclusive Businessとも呼ばれ、援助機関だけでは達成できない開発

途上国の課題解決を、企業がビジネスの原理を活かして行う新たなアプローチとして注目を集めて

おり、各国の援助機関や国際機関も、近年 BOPビジネスとの連携を積極的に推進しています。 
JICA においても JICA のビジョンである「全ての人々が恩恵を受ける、ダイナミックな開発

（Inclusive and Dynamic Development）」や、その推進のための重要戦略の一つである「開発パー

トナーシップの推進」に合致する施策として、本調査制度を位置付けており、本制度により、わが

国の企業が強みを生かしつつ開発途上国における事業展開を促進していくことが期待されておりま

す。 
 
・JICA「協力準備調査（BOPビジネス連携促進）」プログラム、及び平成 24年 12月 28日公示分

採択案件一覧については JICAのプレスリリースをご覧ください。 
URL:（和文）  http://www.jica.go.jp/press/2012/20121228_01.html 

（英文） http://www.jica.go.jp/english/news/press/2012/121228.html 

( Page 1/2 )

INFORMATION    

2012年12月28日

ネットオフ 国際協力機構（JICA） 

BOPビジネス支援プログラムに採択  
 

 

日本に眠る中古品とその技術を活かし 

開発途上国でのBOPビジネスの事業化を推進 



 
■調査・事業化■調査・事業化■調査・事業化■調査・事業化内容内容内容内容    
    

本調査・事業化内容は、カンボジア農業の現状を踏まえ 
 

①①①①    安くて信頼性の高い日本の中古農機具を利用すること安くて信頼性の高い日本の中古農機具を利用すること安くて信頼性の高い日本の中古農機具を利用すること安くて信頼性の高い日本の中古農機具を利用すること    
②②②②    機具の修理・メンテナンス人材や操作技術者を現地で養成すること機具の修理・メンテナンス人材や操作技術者を現地で養成すること機具の修理・メンテナンス人材や操作技術者を現地で養成すること機具の修理・メンテナンス人材や操作技術者を現地で養成すること    

③③③③    農業ビジネス人材育成プログラムにより農家の経営をサポートし、所得を安定化すること農業ビジネス人材育成プログラムにより農家の経営をサポートし、所得を安定化すること農業ビジネス人材育成プログラムにより農家の経営をサポートし、所得を安定化すること農業ビジネス人材育成プログラムにより農家の経営をサポートし、所得を安定化すること    
    

以上を連携して行い、機械化し収穫量及び所得の向上した農業を持続的に運営できるようにするこ

とで、カンボジア農業の抱える課題を効果的に解決するビジネスモデルを構築するものです。 
 
 
 
（※注）BOPビジネスとは 

途上国における BOP層（Base of the Economic Pyramid：一人当たり年間所得が 3,000ドル以下

で、全世界人口の約 7 割が属する階層）を対象とした持続可能なビジネスであり、現地における

様々な社会的課題（水、生活必需品・サービスの提供、貧困削減等）の解決に資することが期待

される、新たなビジネスモデルです。 
 
 
 
■ネットオフ株式会社■ネットオフ株式会社■ネットオフ株式会社■ネットオフ株式会社    会社概要会社概要会社概要会社概要    
【 会社名 】ネットオフ株式会社 

（本社：愛知県大府市一屋町三丁目 45番地） 
【 設 立 】2000年 7月 
【代表者名】代表取締役社長 黒田 武志 
【 資本金 】4億円 
【従業員数】366名（パート・アルバイト含む／2012年 3月末現在）  
【事業内容】 

・中古の本、DVD、CD、ゲームソフト、ブランド品、金・プラチナ製品、 
デジカメ、楽器、携帯話等の「宅配買取利用率№１サイト」運営。 

・「ネット中古書店世界№１」の販売サイト運営。 
【サイトＵＲＬ】   http://www.netoff.co.jp/  （会社 HP http://www.netoff.co.jp/corp/） 
 
［代表者経歴］［代表者経歴］［代表者経歴］［代表者経歴］    
1965年 11月  大阪府に生まれる。  
1989年 3月  大阪市立大学商学部卒業。  
1989年 4月  トヨタ自動車株式会社入社。 

国内および海外のアフターマーケット部門の企画業務に従事。  
1998年 5月  トヨタ自動車株式会社を退社し、ブックオフコーポレーション株式会社の起業家 

支援制度(エンジェルプラン)の第 1号として、株式会社ブックオフウェーブを三重

県四日市市に設立。三重、岡山、東京、愛知にて「BOOKOFF」店舗を経営。  
2000年 7月  株式会社イーブックオフを名古屋市に設立。  
2000年 8月  日本最大級のオンライン中古書店「eBOOKOFF」を開設。  
2005年 10月  ネットオフ株式会社に社名変更。 

本件に関するメディアの

皆 さ ま の お 問 合 せ 先
ネットオフ株式会社   担当：山根、小坂 

TEL：0562-45-2927 / FAX：0562-45-2903 

代表取締役社長 黒田 武志 
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